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　外科医療が大変なことになりそうだ．いや，すでに危機的状況になっている．厚生労働省のデータ
ベースによると，外科医は 1996 年で 24,919 人，2006 年では 21,574 人と実に 13.4％の減少であった．
外科志望者の推移をみると，臨床研修制度が導入される直前の 2005 年に行なった日本外科学会の調査
では 1980 年代後半をピークとして，2000 年以降ではピーク時の 80％まで減少していた．全国医学部
長病院長会議の調査によると，大学帰学医師の診療科別増減では外科志望者は臨床研修制度発足前の 
2／3 と著しく減少している．つまり，外科志望者は減り続いていたのが，臨床研修制度でそれが一層加
速したのである．
　一方で，手術を必要とする悪性腫瘍患者は増加の一途をたどり，その多くが消化器・一般外科の治
療対象となる．さらに，病院の統廃合などの集約化によって 1 病院あたりの手術件数は増えつつある．
外科医が減少し，手術件数が増加すれば外科医の労働量は必然的に増えることになる．
　外科志望者減少の理由として（1）労働時間が長い，（2）時間外勤務が多い，（3）医療事故のリスク
が高い，（4）訴訟のリスクが高い，（5）賃金が少ないことが挙げられているが，いずれも外科医が実
感していることであろう．長時間労働を強いる原因として，外科医が多業務をこなしていることもあ
る．手術および術前後の管理という外科医の本来の仕事以外に，化学療法，緩和医療，救急医療，麻
酔等が挙げられており，医師のみならず看護師や他職種も含めた医療体制が再構築されなければ解決
されない問題である．労働時間・内容に見合った賃金を得ることも重要である．わが国の医療保険制
度では医師などの医療従事者の技術料が別途に定められておらず，診療報酬のなかに包括されている
ことや，医療技術や経験がまったく評価されていないことは早急に是正すべき課題である．その結果
としてはじめて技術料が適切な賃金に反映される可能性が出てくるのである．
　どれくらいの外科医が必要であるか，どれくらいの外科専門医がいればニーズを満たすことができ
るか．これらは外科専門医の質の問題ばかりでなく，地域性の問題を含めたわが国の実情をよく検討
しないと適正な数は出てこない．ただし，外科医の減少は地方都市で著しく，癌患者でも手術までの
待機期間が長くなりつつあるのが現状である．外科志望者の減少は外科医療の崩壊へと通じる道であ
る．
　 （跡見　裕）
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